
購買を Amazonビジネスへ切り替えて、
紙の申請書の大半を廃止

茗溪学園は1979年創立以来、約40年に
わたり培ってきた中高一貫教育プログラム
を生かした国際理解教育を推進しています。
2017年には国際バカロレア（IB）認定校とな
り、さまざまな教育機関や企業と連携した
教育に取り組んでいるところです。

本校では教職員が授業や行事などで必要
な物があれば担当教職員が申請書を提出
し、購買部門で一括購入していました。こ
の方法は立替精算に比べてガバナンスを効
かせやすい反面、事務作業が煩雑で、必要
な物が届くまで時間がかかります。こうした
課題解決のために、2023年5月から購買
の多くをAmazonビジネスへと切り替えま
した。

煩雑な紙の承認ワークフローをデジタル
に置き換えて負担軽減

購買の運用を変更し、Amazonビジネス
へ切り替えた効果は絶大で、購買担当者は
ルーティン業務の大半から解放されました。
従来は購買業務の処理のためにパートさん
にお手伝いいただく必要がありましたが、
今は一人で十分こなすことができます。

以前は教職員が申請書を記入し、副校長
や校長、事務長の決裁を受けたうえで購買
部門に提出。購買部門はこの申請書に基づ
いて業者へ発注をするのですが、そこで書
類に発注先や金額など、詳しい内容を記入
する作業が発生します。手作業ですから当
然、転記ミスも生じます。最終的に月末の
支払いをする際に金額が合わないことがわ
かると、どこを間違えたのか、申請書と伝
票を一つ一つ照合して誤りを探さなければ
ならない。例えば画用紙を1セット買うだけ
でも、膨大な手間と時間がかかってしまうの
です。さらに支払い期日が異なる場合もあ
るため、あるものは翌月払い、また別のも
のは翌々月払い……と支払いの管理も複雑
です。到底一人で処理できるものではあり
ませんでした。

現在はAmazonビジネスによって、購買
事務にかかる課題は解消しています。教職
員が発注ボタンをクリックすれば購買担当者
が内容を確認し、正式発注のボタンをクリッ
クするだけ。いったん発注を押せば、在庫
を一定期間仮押さえしてくれる機能も便利
ですね。承認をする前に、在庫が切れてし
まう心配がありません。

承認ワークフローは、予算グループを設
定することで一部を簡略化しました。「申請
書を複数人で回覧・押印し、そこから購買

担当者が発注をかける」という作業を
Amazonビジネスに置き換えたことで、教
職員と購買担当者、両者の負担を大幅に
軽減できたのです。

学校会計と周辺会計で予算別に請求書
を分割し、支払い業務の煩雑さを解消

購買に関連した予算の管理や支払い業
務を効率化するうえでも、Amazonビジネ
スは効果を発揮しています。Amazonビジ
ネスを利用するうえで「教科」「部署」「生
徒教材」「周辺会計（生徒会、保護者会
など）」の予算ごとにグループを設定。教
職員の業務内容に応じた予算グループで
購入しています。購入段階でユーザーが勘
定科目などもメモ欄で選択できるため、経
理部門には請求情報とデータを渡せば事足
ります。

特に便利なのが、請求書の分割発行機
能です。生徒会や保護者会は学校とは別
会計なのですが、購買に関しては学校の
管理のもとで行っています。これまでは生
徒会や保護者会で何か必要な物があれば、
いったんは学校がまとめて購入し、後日、
購入明細を見て周辺会計の請求情報だけ

を整理し直す必要がありました。それが
Amazonビジネスであれば最初から予算グ
ループ単位で個別の請求書が発行される
ので、会計担当者に渡すだけで後の仕分
けが不要となります。これは購買を進める
うえで大きなメリットだと感じます。

申請から納品までの期間を2週間から
最短3日に短縮

教職員の立場からすると、Amazonビジ
ネス導入前後では依頼から納品までのス
ピード感がまるで違います。以前は何か物
が欲しいと思えば、まず各承認者のハンコ
が必要になっていたわけですが、ここにま
ず2～ 4日程度はかかっていました。購買
担当者が発注をかけても品物がすぐには届
かず、1週間近く待つのが当たり前。承認
にかかる時間も含めると、依頼してから手
元に品物が届くまで2週間近くかかってい
ました。それが今なら最短で3日で済みま
す。Businessプライムに加入したため、お
急ぎ便や日時指定便が無料となっているの
も助かります。

学校で使う物品は、理科の実験で使う
試剤や部活動の備品、デジタル機器など
多種多様ですが、Amazonビジネスでほ
ぼすべて網羅できています。特に書籍を
豊富に扱っている点が助かりますね。こ
れまで在庫のない書籍は書店に発注する
か、教職員がコーポレートカードを持って
買い出しに行く必要がありましたが、今
ではそうした手間がほとんどありません。

配送先住所を管理者が設定できる点も
便利です。本校は校舎から離れた場所に

食堂と学寮があり、それぞれに番地が異な
ります。これまでは学寮で使うものが校舎
に届いたりと、校内で物品を受け渡す手間
が生じていましたが、管理者が配送先を指
定することにより、こうした配送ミスを防ぐ
ことができます。

購買活動の効率化にとどまらず、学校
業務の改革推進・子どもの学びのさら
なる支援に

コロナ禍を経て学校教育は大きく変化し
ています。授業の目的やそのあり方が見直
され、今までと同じ方法は通用しなくなって
いくでしょう。すでに授業に新しい試みを
取り入れたり、既存のシステムを改善しよ
うとする模索が始まっています。であれば、
教職員をサポートする購買業務も進化して
いくべき。Amazonビジネスの導入はまさ
に最適なタイミングでした。

Amazonビジネスは購買を効率化するソ
リューションですが、改善効果は購買事務
にとどまりません。教職員の事務負担が減
れば、生徒に向き合ったり、授業計画を練
る時間が生まれます。また必要な物が必要
なタイミングで調達できる環境があれば、
あるアイデアを実行し、検証して再度試し
てみるといったサイクルを回しやすくなりま
す。Amazonビジネスによる購買の効率化
を進めることが、最終的にはより良い教育
として生徒へ還元されると確信しています。

＊取材時期 2023年8月
＊記載内容（役職、数値、固有名詞等）はすべて
取材時の情報です。

Amazonビジネスを導入した理由

●購買に関する書類事務の削減

●請求書分割による支払い業務の効率化

●物品の迅速な調達と配送先の管理
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